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　ご来賓を代表して、奈良県知事

の山下真様より、『万博会場と奈

良は電車一本で行けるので、奈良

県への集客に繋げたい。物価高騰・

人手不足の中、価格転嫁できる機

運醸成に向け、生産性向上・賃上

げの実現に支援策を用意してい

る。今年も奈良県経済が発展する

ようご協力をお願いする。』とご挨拶頂きました。

　奈良先端科学技術大学院大学学

長の塩﨑一裕様から、『先端大と

県立医科大学が新たな法人を設立

し、医学と工学の医工連携を推進

していくことになった。地元の大

学として地域の活性化につなげて

いくよう皆様と取り組んでいき

たい。』と乾杯のご挨拶を頂き、

懇親会がスタートしました。

　中締めは、杉浦副会長（㈱南都

銀行取締役専務執行役員）から、

『不確実性が高い時代であるが、

奈良県の成長に繋げていくべく、

皆様と力を合わせて難局を乗り

切りたい。』と挨拶を頂きました。

　会員とご来賓との交流を通し、

本年の互いの躍進が祈念され、新

年の門出として有意義な一時となりました。

産業論文コンクール表彰式・特別講演会・交流懇親会を開催 
                                                                                         総務委員会主催 (R7.1.29)

令和７年　新年会　

　令和７年の新年会は１月 29 日

(水 )にホテル日航奈良において、

多数のご来賓の方々にご臨席を頂

いて、産業論文コンクール表彰式・

新春特別講演会・新春交流懇親会

の構成で開催致しました。

　開会挨拶として平越会長から、

『米国ではトランプ大統領が返り咲き、関税引上げ

等の政策がどの様になるか注視していきたい。国

内経済では、円安や原材料・エネルギー費をはじ

めとする物価上昇、そして深刻な人手不足は大き

な経営課題となっている。従業員に気持ちよく働

いて定着してもらう環境を整えることが喫緊の課

題と言える。企業を取り巻く環境は厳しいが、会

員企業の経営支援と奈良県産業の発展に取り組ん

で参るので、皆様のご協力ご支援をお願い申し上

げる。』と、今年の決意が述べられました。

　今回で、第 20 回となる『産業論文コンクール』

の表彰式も行われ、平越会長から７名の受賞者の

方に表彰状と副賞が授与されました。

《受賞者名とその模様については次頁参照》

　この後、特別講演として、万松青果㈱代表取締

役会長の中路和宏様から、『経営理念で人財採用！

年功序列・家族主義の青果仲卸が躍進する秘密』

をテーマにご講演を頂きました。

（要旨は３頁に掲載）

　第二部の新春交流会では、平越会長から、『関西

万博が目前に迫っており、ビジネスにも活用して

いきたい。多くのご来賓にお越し頂いているので、

経営課題を一つ一つ克服していくために、産学官

の連携を一層深め、企業経営に活かしてほしい。』

と懇親会開会の挨拶がありました。

平越國和会長 

NARA ECONOMIC AND INDUSTRIAL ASSOCIATION

奈良経済産業協会
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奈良県知事
山下 真 氏

㈱南都銀行 
杉浦 剛 氏

奈良先端科学技術大学院大学

学長 塩﨑一裕氏
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　続いて、選考委員会の委員長を

お願いしています（一財）南都経

済研究所 西川惠造理事長様より

総評を頂きました。

　「今年は、自身の成長に関する

ものや人とのコミュニケーショ

ン、業務のデジタル化や自動化に

関した論文が多かった。自分の考

えや主張したいことがうまくまと

めきれず、仕事の解説や説明文になっていたり、新

入社員がゆえに力が入りすぎた論文もあった。最優

秀賞は、事務系社員である筆者が、プロが集う現

場において何ができるのかという、葛藤と意気込

みがまとめられており、現場の名前もつかない仕事

で自分の力が試されるという一説に、新入社員とは

思えない仕事に対する勘の良さを感じた。自社の業

務と仲間である社員の誇り、新入社員らしい気負い

と真っ直ぐさを感じさせる文章であった。受賞者の

皆様には、論文作成を通して学んだ問題意識と課題

解決の PDCA を仕事の現場で活かして、自身の成長

に繋げて頂きたい。産業論文コンクールは、自発的

に仕事に取り組める人材育成の登竜門になると考え

る。今後も多くの企業様からの積極的な応募を期待

している。」とお話頂きました。

　論文作成を通して、論理的に考える力を醸成し、

次代を担う若手従業員に力をつけて頂き、企業力

の向上を目指すことを目標に、人材育成・自己啓

発の一環として「産業論文コンクール」を毎年実

施致しております。

　皆様から高い評価を頂いて、今年で第 20 回目を

迎え、今年は 14 社 95 件の応募を頂きました。

　11 月に選考委員会を開催し、厳正な選考を頂き、

最優秀賞をはじめ入賞７件を選定致しました。

（受賞者の一覧は下記に記載）

　表彰式では、平越会長から賞状の授与が行われ、

最優秀賞を受賞した㈱きんでん奈良支店の北村耀

平さんから受賞者を代表して謝辞を頂きました。

　「研修期間中に、現場作業の

方々のプロ意識に触れ、この人

達から信頼され、頼りにされた

いと思うようになり、自身の仕

事に対する向き合い方が少しづ

つ変わった。新しい環境に飛び

込んで行くことは不安や緊張も

あったが周囲の方々に支えられ、

今では自信が持てるようになり、

仕事のやりがいや自分の成長を感じることができ

ている。受賞を期に決意を新たにし、皆様の期待

により一層応えていけるよう精進して参ります。」

と、受賞の喜びと今後の決意を語られました。

　他の受賞者の方々も、今後職場で様々な課題に

取り組まれ、日々大きく成長していかれることと

思います。

　＊奈良新聞社様のご厚意により、新年会当日の

    奈良新聞紙面に最優秀賞論文を掲載頂き、参加

    者の方には新聞をお配りし、お読み頂きました。

第 20 回 産業論文コンクール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  人材育成委員会主催

㈱きんでん

北村耀平氏

                  第 20回 産業論文コンクール　入賞者一覧  

賞　名

最優秀賞

優秀賞

優良賞

努力賞

〃

〃

〃

氏　名

北村耀平

林　大輔

田中陸人

梅澤綾子

岩垣あなん

唐﨑淳旗

山本真理子

    会　社　名 

㈱きんでん奈良支店

SUMINOE ㈱奈良事業所

ニッタ㈱奈良工場

㈱きんでん奈良支店

ニッタ㈱奈良工場

ニッタ㈱奈良工場

ニッタ㈱奈良工場

      論 文 タ イ ト ル

事務系社員として現場のためにできること

「楽しい」を仕事にする

仕事は自分を映す鏡

信頼を得るためには

相手の立場になって考え、行動する

考える力の重要性

配属後を振り返って

( 一財）南都経済研究所

理事長 西川惠造氏
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　万松青果㈱代表取締役会長の

中路和宏様から、『経営理念で人

財採用！年功序列・家族主義の

青果仲卸が躍進する秘密』をテー

マにご講演を頂きました。ご講

演要旨は次の通りです。

　【講演要旨】

　東京築地市場での経験を経て

家業に戻り、従業員の幸せを第

一に考えながら様々な経営改革に取り組んだ。社

員の満足度を高めようと試行錯誤を重ねるも、一

時は経営が苦境に陥り、社員の信用を失った。

　単なる待遇改善ではなく、組織としての在り方

を見直し、経営理念の確立と実践により強固な信

頼関係を築くことが重要だと学んだ。

　目指したのは、社員が自ら進んで主体的に仕事

に取り組み、成果を上げることで給与が向上する

環境である。社員とその家族が強い結びつきを持

ち、団結して困難を乗り越える組織を築くことが

重要だと考えた。結果、採用条件が決して良いと

は言えなくても、魅力ある組織づくりによって優

れた人材を確保できるようになった。

　経営者には自社の長所を把握し、それを活かし

て経営する姿勢が必要である。現場に逃げ道を求

めず、課題に正面から向き合い、組織として前進

することが重要だ。社員の納得を待つばかりでは

なく、まずは行動し、試行錯誤しながら進化して

柔軟な組織をつくることが求められる。

　経営改革には抵抗勢力がつきものであるが、変

化の遅い人が問題であり、仕事のスピードを上げ

て、迅速な改善とチャレンジが不可欠である。

　会社では年功序列・家族主義・正社員主義を掲げ、

10 年間で売上を倍増できた。社員の平均年齢は 34

歳であり、若い世代が多く活躍する職場環境を維

持するため、常に最新・最善の仕組みを取り入れ、

常に新しい価値を提供し続ける必要がある。

　特にホームページ活用を重視し、情報発信の仕

組みを構築した。企業の存在感を示すためには、

定期的な更新が不可欠である。

　採用活動においても、求職者が企業の情報を得

る手段としてホームページは重要で、スマートフォ

ン対応も必須だ。情報開示の徹底も重要な施策で

ある。売上・利益・販管費などを公開し、全社員

が経営状況を把握できる環境を整えた。

　日々の損益をリアルタイムで共有し、社員が経

営に関与する意識を持つことが重要だといえる。

　また顧客からの喜びの声を記録・共有すること

で、社員の意識改革にも取り組んだ。

　社内の環境整備にも注力し、トラックの美観維

持や身だしなみチェックリストを導入。社外から

見た印象を重視し、社員が誇りを持てる職場づく

りを進めた。さらに、全ての問題を解決する会議

を定期開催し、課題を短時間で整理し、解決策を

迅速に進める環境・仕組みを整備した。

　経営理念の浸透にも独自のアプローチで、理念

を強制するのではなく、従業員が自然と理念に沿っ

た行動を取るよう促した。

　経営理念は、従業員に行動を強制するものでは

なく、結果として気づくべきものであり、従業員

自身が会社の方向性を理解し、主体的に行動する

組織が確立された。

　年功序列・終身雇用を重視し、組織内の役割分

担を明確化し、優秀な人材が組織を引っ張り、他

の社員がそれを模範とする仕組みを作った。

　仕事への動機づけとして、他者の役に立つこと

の喜びを重視し、内発的動機付けを促した。

　採用においては、「人を選べる会社」になること

を目指し、求職者にとって魅力的な職場環境を整

備した。早朝の勤務でも若手が集まってくれてい

る。それでも入社後すぐに辞める社員がいるが、

わがままを許すのではなく、残る社員を大切にす

る方針を取った。辞める社員に焦点を当てるので

はなく、継続して働く社員を守ることが、働きが

いのある職場づくり、組織の安定につながる。

　経営者は従業員のために働き、従業員は顧客の

ために働く。この基本的な考え方を徹底し、当た

り前のことを継続することで、企業の成長を実現

していくことができる。

　企業存続は目的ではなく、お客様に必要とされ

続けるため、努力し続けることが重要である。

 『  経営理念で人財採用！年功序列 ・ 家族主義の青果仲卸が躍進する秘密  』

万松青果株式会社  代表取締役会長　中路和宏 氏

万松青果㈱ 
代表取締役会長
中路和宏氏
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　人手不足の中、採用した人材

の定着を図るには、公平で納得

性が高い人事制度が重要となり

ます。

　合理的で見える化出来る”職

務”を基準とする人事制度の概

要と共に、職務を明確にした人

事制度構築に取り組んでいる会

員企業から取組事例のご紹介を

頂く、勉強会を開催しました。

　講師は、人事制度の構築をご指導頂いている一

般社団法人日本職務分析・評価研究センター代表

理事の西村聡様にお願いしました。

　まず、公正で納得性が高い人事制度の基礎とな

る職務の意味や考え方についてご解説頂きました。

　職務を明確化することで、公正で基準が明確な

評価が行うことが可能となり、従業員の意欲向上

や定着・離職防止に繋がると共に、職務のムダ・

ムリを改善し、省力化・生産性向上を図り、課題

解決・経営革新に繋げられるとご指導頂きました。

　次に、職務を明確にした人事制度構築支援の合

同勉強会の取組を紹介させて頂くと共に、参画頂

いている日進堂製菓㈱様と㈱日滉精螺製作所様か

ら、制度構築の取組事例のご紹介頂きました。

　日進堂製菓様の菊川様からは、人手作業が多い

製品の職務を洗い出し、詳しく文字化することで

新規採用者の教育に活かすと共に、作業改善で省

人化へ繋げて行きたいとご解説頂きました。

　㈱日滉精螺製作所様の田中専務様から合同勉強

会に参加した経緯をお話頂くと共に、選別管理課

の津風呂係長様からは特性要因図等から、課題を

明らかにした設定時間の短縮への取組や、物流課

の若井主任様からは、計量・梱包を３人体制から

２人体制に切り替える取組をご解説頂きました。

　両社とも今後は、職務の改善からあるべき姿へ

まとめた内容で人事制度構築に繋げていかれます。

　経営者懇話会は、株式会社ク

ロスエフェクト　代表取締役

の竹田正俊様から、『Made In 

Japan 小さな組織が世界を制する

～ドラッカーが教えてくれた新

事業創造とは？～』をテーマに

ご講演頂きました。

　ご講演の要旨は、以下のとお

りです。

「2000 年に創業し、試作専門の企

業として、「速さ」をドラッカーがいう使命として、

顧客と社会に対する貢献を実現すべく取り組んで

きた。

　新生児の先天性心疾患治療に取り組む医師の要

請を受け、心臓の臓器モデル制作を成功させて、

手術の成功率向上を目指す「術前シミュレーター」

の開発と普及に繋げている。

　ものづくりはデジタルマニュファクチャリング

として、機器開発の試作を、バーチャル試作を活

用することで、期間や費用の半減を実現している。

　現在の生成 AI の実力は想像を超え、ベテランが

1 月掛かるデザインを、たった 15 秒で幾通りも提

示してくれる段階まできている。ただ、量産化を

前提にすることが組み込まれていないことが大き

な課題であり、現状で人と AI の使い分けが必要だ。

　更に、オープンファクトリー戦略により、情報

を共有し、新たな事業機会を創出も展開している。

戦略の基本はドラッカーの「5つの質問」に基づく

マネジメントであり、この基本原則を実践しなけ

れば、事業の衰退は避けられないと考える。

　特に「時間」を希少なもので、未来から逆算す

るバックキャスティングの思考を取り入れている。

　企業が成長するためには、「問題ではなく機会に

焦点を当てること」、そして「予期せぬ成功」に注

目し、自社がまだ気づいていない新たな可能性を

探ることが重要だ。」とお話頂きました。

㈱クロスエフェクト
代表取締役
竹田正俊氏

(一社）日本職務分析・評価研究センター
代表理事
西村 聡 氏

人材の“定着”を図る人事制度づくり

　　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催（R7.2.7)

経 営 者 懇 話 会

　　　　　　　　　　 　人材育成委員会主催(R7.2.20)
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　管理者・リーダーに求められ

る役割の中で、対話によるコミュ

ニケーションを元に、部下のや

る気を引出し、自発的行動を促

して、目標達成までサポートし

ていくことが重要です。

　「聴く力」「対話する力」「相手

を知る観察力」などのスキルを

具体的に学ぶ為に「コーチング

研修」を開催しました。

　講師には、（一社）日本肥満予防健康協会　代表

理事を務める傍ら、全国で 5,000 人以上の指導者

育成に携わってこられた藤田賢史様にご指導頂き

ました。

　コーチングには、世代や性格など様々な違いを

理解して多様性を受け入れる基本の心構えと準備

が大事です。

　まずは、コーチング指導に活かす上で、対象者

がどのようなタイプかを知る為に診断シートを用

いて把握することから学び、タイプ別にあった指

導方法を行うなどのテクニックを学びました。

　コーチングにおける「傾聴力」「観察力」「対話力」

についての説明と共に、４つのコアスキルである

「傾聴・質問・承認・ほめる」について、ポイント

や具体的な手法を説明頂き、しなければいけない

事、してはいけない事などの勘所を学びました。

　演習では、各部署を仮定したシチュエーション

で部下をコーチングする実践的なロールプレイを

実施しました。

　上司役・部下役・観察役に分かれ、順番に役柄

を変えて演習を行うことで、コーチングをする側・

される側だけでなく、観察者として客観的な目線

からコーチングの様子や進め方を把握することが

でき、より理解が深まりました。

　今後もコーチングの仕組みを理解し、業務に役

立てるための研修に取り組んで参ります。

【管理者・リーダー養成講座】

コーチング研修
　　　　　　　　　　　　人材育成委員会主催 (R7.2.14)

( 一社）日本肥満予防健康協会 
代表理事
藤田賢史氏

　管理者・リーダーとして、会

計の仕組みや決算書【貸借対照

表（B/L）・損益計算書（P/L）・

キャッシュフロー計算書（CF）

等】、経営数値に強くなり、業務

に活かしていくことが重要です。

　財務諸表の意味や仕組みをわ

かり易く体系的に学ぶため、基

礎編と応用編を開催しました。

　講師には、大手会計スクール

で簿記・会計講師を長年勤められ、企業研修や事

業計画構築のサポート等で、ご活躍されておられ

る簿記・会計スクール boki café 代表 鈴木カナコ

様にご指導頂きました。

　基礎編では、会計用語の理解と共に、取引・仕

訳・元帳記帳・決算書作成までの一連の流れや、

P/L と B/S の繋がり、B/S・CF のお金の流れ等から、

会社の現状を読み取る方法について、実際の企業

の財務諸表を例に詳しくご指導頂きました。また、

演習問題で理解を深めながら、初学者にはわかり

にくい資産の減価償却についても、取得した資産

を耐用年数で費用計上していく意味と考え方、計

算方法についてご解説頂きました。

　応用編では、P/L における利益だけに注目する

のではなく、仕入・買掛、売上・売掛等の現金の

状況に注目し、帳簿上は利益が出ているが、現金

が不足して倒産する“黒字倒産”を例に、不測の

場合でも事業継続に必要なキャッシュを把握する

「キャッシュフロー」の考え方も学びました。

　また、費用の構造（原価・販管費）や固定費・

変動費についてご解説いただき、損益分岐点の意

味と共に、売上高アップとコスト削減に繋げる考

え方・視点について、図を使って、わかりやすく

ご指導いただきました。

　今後も会計の仕組みを理解し、業務に役立てる

ための研修に取り組んで参ります。

【管理者・リーダー養成講座】

決算書の読み方研修
　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催 (R7.1.17)

簿記・会計スクール
boki cafe

代表 鈴木カナコ氏
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奈良の観光情報まとめサイト

共同精版印刷株式会社 奈良ぶら事業部 TEL. 0742－33－1221（担当：小野） 検索奈良ぶら

NARABURA

HP
X

（旧 Twitter）
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１．育児・介護休業法の改正ポイントについて（4月 1日・10 月 1 日施行）

　＜ 4月 1日施行＞

　　○所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大

　　　（3歳未満の子を養育する労働者→小学校就学前の子を養育する労働者）

　　○子の看護等休暇の見直し

　　　・対象となる子の範囲の拡大（小学校就学の始期に達するまで→小学校 3年生修了まで）

　　　・取得事由の拡大…感染症に伴う学級閉鎖等、入園（入学）・卒園式も取得可能　　等

　　○育児のためのテレワーク導入

　　　…3歳未満の子を養育する労働者がテレワークを選択できるように措置を講ずることが努力義務化

　　○育児休業取得状況の公表（従業員数 300 人超の企業）

　　　…男性の「育児休業等の取得率」または「育児休業等と育児目的休暇の取得率」を公表義務化

　　○介護離職の防止措置

　　　・介護に直面した旨の申出をした労働者へ個別の周知と意向確認

　　　・介護に直面する前の早い段階（40 歳等）での情報提供

　　　・介護離職防止のための雇用環境整備　　等

 ＜ 10 月 1 日施行＞

　　○育児期の柔軟な働き方を実現するための措置および個別の周知や意向確認

　　○妊娠や出産の申し出に対する仕事と育児の両立に関する意向聴取や配慮

　　※詳細は厚労省ＨＰを参照下さい。

　　　 （https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001259367.pdf）

２．雇用保険法等の改正ポイントについて（4月 1日・10 月 1 日施行）

 ＜ 4 月 1 日施行＞

　　○自己都合で退職した者が、教育訓練等を自ら受けた場合の給付制限解除

　　○就業促進手当の見直し

　　　（就業手当の廃止および就業促進定着手当の給付上限引下げ）

　　○育児休業給付に係る保険料率の引上げ (0.4％→ 0.5％ ) つつ、保険財政の状況に応じて保険料率

　　　引下げ (0.5％→ 0.4％ ) を可能とする弾力的な仕組みの導入

　　○教育訓練支援給付金の給付率を引下げ（基本手当の 80％→ 60％）した上で、令和 8年度末まで

　　　継続する。

　　○雇止めによる離職者の基本手当の給付日数に係る特例、地域延長給付を令和 8年度末まで継続する。

　　○「出生後休業支援給付」・「育児時短就業給付」の創設

　　○子ども・子育て支援特別会計の創設

　　○高年齢雇用継続給付の給付率引下げ（15％→ 10％）

 ＜ 10 月 1 日施行＞

　　○教育訓練休暇給付金の創設

　　※詳細は厚労省ＨＰを参照下さい。

　　（https://www.mhlw.go.jp/content/11601000/001293213.pdf）

　　　人事 ・ 労務の勉強部屋 （第 34 回）　　　人事 ・ 労務の勉強部屋 （第 34 回）
　　　　　　～令和 7年 4月・10 月からの法改正について～

　令和 7年 4月 1日及び 10 月 1 日より各種法律の改正が行われますので、主な改正ポイントをまとめます。

　段階的に施行されますので、就業規則等の見直しや対応をお願いします。
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本店／奈良市大宮町四丁目297番地の 2　 https://www.nantobank.co.jp/



〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp
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奈良経済産業協会NEWS  第75号
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一般社団法人　奈良経済産業協会

☆共栄社化学株式会社 奈良工場

　　取締役工場長　乙村　啓　

　　　　　　　↓
　　　  　取締役　東雲正剛

☆ＳＵＭＩＮＯＥ株式会社 奈良事業所

　　取締役 奈良事業所長　木村栄一郎

　　　　　　　↓
　執行役員 奈良事業所長　服部太郎

☆奈良県信用保証協会

　　　　　会長　松谷幸和

　　　　　　　↓
　　　　　会長　村井　浩

代 表 者 変 更

☆株式会社南都銀行

 〒 630-8677 奈良市橋本町 16 番地

　　　　　　　　　↓

 〒 630-8677 奈良市大宮町四丁目 297 番地の 2

　  

☆南都コンサルティング株式会社

 〒 630-8677 奈良市橋本町 16 番地

　　　　　　　　　↓

 〒 630-8677 奈良市大宮町四丁目 297 番地の 2  

　　　　　　　　　　南都銀行本店ビル

☆南都マネジメントサービス株式会社

 〒 630-8115 奈良市大宮町 4丁目 266-1　

　　　　　　　　　↓

 〒 630-8677 奈良市大宮町四丁目 297 番地の 2

　　　　　　　　　　南都銀行本店ビル 6階

☆株式会社 HIDECCHI WATCH

 〒 631-0822 奈良市西大寺栄町 3-13

　　　　　　　　　↓

 〒 630-0821 奈良市西大寺東町 2-1-49   

住　所　変　更

事  務  局  だ  よ  り

各種新入社員研修のご案内

【第 29 回新入社員研修会】

　社会人としての基本行動と質の高い仕事の進

め方について、独自のカリキュラムを設定して

おり、毎年大変ご好評いただいております。

　と　き：令和７年 ４月３日（木）・４日（金）　

　　 　　 （両日とも） 9：00 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 １Ｆイベントホール・研修室

  参加費：17,600 円／お一人様

　 　　　 （消費税・昼食・テキスト代含）   

  定　員 : 40 名（先着順）

　

【新入社員研修・実践編～

　“現場の安全・品質・改善”基礎講座】
　現場で求められる品質・コスト・改善につい

て正しく理解し、仕事を進めていけることを目

的として開催いたします。

　　　
　と　き：令和７年 ４月 ９日（水）　　　 　　

　　　　　　　　  9：30 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 ２Ｆ毛皮革棟研修室

  参加費：8,800 円／お一人様

　 　　　 （消費税・テキスト代等含）  

【新入社員研修・実践編～

　　　　　　“営業の基本”研修】
　営業の目的と役割の基本を体系的に理解し、

実践できる一人前の営業担当への育成を目的と

して開催いたします。

　
　と　き：令和７年 ４月１0日（木）　　　 　

　　　　　　　　    9：30 ～ 16：30

  場　所：奈良県産業振興総合センター

　　　 　 ２Ｆセミナー室

  参加費：8,800 円／お一人様

　 　　　 （消費税・テキスト代等含）   

　※事務局までお申し込みください。 


